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日時　　　昭和52年3月16日㈱　午後2時～4時　　、

場所　　　、宇宙開発委員会会議室

議題

（1）宇二三開発に話する謡本計画について

（2）世界無線通信主管庁会議の慨要について（報告）

〈説明者四二理局講　麟）

（3）国連宇宙空陶平和利用委員会科学技衛小委員会第14会期

　の概；要について（報告）

（41技術予測調査報告について　　　一　　　〕

（説明綱騨庁麟騰義熾烈）

資料

委6－1

委6」2

委6－5

委6－4．

委6－5

委6－6．

委6－7

（参考配布）

第・5回宇宙開発委員会一（定例会議）議事要旨

宇宙開多§に関すや基杢計画について

宇宙開発に薗する基本計画鋪

12．ギガヘルツ葡感ける放送衛星逡蜂の計敵
関する世界繍回信主管庁会議の概要について

国連宇宙空間平和利用委員会科学技術小委員会

第14会期報告

技術予測調査報告書の慨要

技術予測アンケート集計結果及びラメント例

（宇宙開発分野）

　　宇宙開発計画（曜和5・1年度決定）・

｛
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　　　　　．　　第5回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　　　　　　　議事要・冒

　　　1．　日時　　聞和5’2年3月9日㈱　午後2時～4時

　　＝2　場所　　宇宙開発委員会会議室．

　　　5議題．一　，．　　，　　　．　　．・’

　　　　’委5一．1　第4回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨

　　　　委5－2　宇宙開発計画勤

　　　5・『出席者・，　　　　，’”，，・　　　・　　一
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関係告庁三山等

　科学技術庁研究調整局長

　　　〃　　官房参事官’

　運輸省気象庁総務部長

〃・ C上保安庁総務部長

郵政省電波監理局審議官・　＼一
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　　郵政省竃波監理局

　　宇宙開発事業団システ呑計画部

　　　　　”　　　　　　’　　　　．”

　事務局

　　　科学興宮確評局宇貼附長

　　　　　〃　　　　　　　宇宙国際課長

　一　　一”　　　　　　　宇宙開発弓長．

6乳議事要旨　　　　，　　・一
（1）’ O回議事要旨について
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　第4．回宇宙開発委員会（定例蝉！議事要旨醗認さ縫・

（2）宇宙開発計画の改訂について．、●

　　事務島から資料委5－2に基づいて説明が行われたのち一、

　以下の質疑応答が行われ、計画が決定された。

吉識：計画i案の4頁上から5行目を「第4号科学衛星’（GO套SA）

　　打世の失敗以外は・ニー」『と改めた方がよい∴

事務宦Fそのように修正したい・　　　　ρ●
八口1領5r測地鯉は2の醗の方ぺ入れるべきではな
　　いか。

事務局：測地醒湿しては・測地醒（βS）は醗研究の

　　騰に入ったが・轍さら野稗の測地鯉を研究弗

　　ことと1しており・ζこで妹この両方脅含袴ているがまた・

　　宇宙開発計画では「開発」と「研究」に大別していて・「

　　開発研甕」は従来疹ら「研究」の項にみれており・今回も．

　　それに：ならρたものである・．

　　　　　　　　　　　、
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う 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　網趣．GMS・ρS・PSの．所で「米国に依頼し轡回遊一…　、

　　　　、に打ち上げる・」とあるが・静止軌道投入は事業団が行うの，

　　　　　で・表現をそのよ旅琴えるべきではなゆ・

　　　事務局：従栗「業国に依頼して」と記述されで疹たが曳打上げは．

　　　　　米国、軌道制御は我が国ということを正確に表わすため「

　　　　　米国の協力を得て」と改めたや・　　帥

　　　園山：Mロゲツトの開発については、．信頼性が得られる段階まで

　　　　　行うと肪こ～撤？てい，脇「第8号群纏を所定の輔

　　　　　轟轟；嘉慶懸難欝彗諜畝
　　　　　をい～●∴℃＆弓良で》（葦，9∫2悔，諺》覧当・

　　　　　省戯唄〉子一統に一そつ噛で計画を進めでい一る℃
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